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名古屋大学 未来社会創造機構
モビリティ社会研究所

Global Research Institute for Mobility in Society
(GREMO)

鈴⽊達也
Since  April 1st , 2019

〜移動⾰命への名大の挑戦〜
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未来社会創造機構の体制（2014〜）

社会実装と学理創出の
エコシステム形成

企業

官公庁等

⽂科省、内閣府、国交省
経産省、厚労省 等

JST、NEDO 等

東海国⽴大学機構（仮称）
他大学・研究機関

海外連携機関
（MIT、ミシガン大学、SAFER

シンガポール国⽴大学 等）

未来社会創造機構
事務（研究協⼒部等）などのサポート体制

モビリティ社会研究所 (2019.4〜) ナノライフ
システム
研究所

(2018.10〜)

マテリアル
イノベーション

研究所
(2018.10〜)

執⾏部研究所⻑
副所⻑

企画戦略室 ディレクター プロジェクト戦略ボード

先進ビーグル研究 モビリティサービス研究
社会的価値研究

未来社会
創造機構

工学
研究科

情報学
研究科

環境学
研究科

未来材料･
システム
研究所

経済学
研究科

研究領域
リーダー

オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

RL

PL

PL

PL

COI
OPERA

MIRAI

将来のプロジェクト

研究プロジェクトを生み出し続け、人が育ち、価値が循環する組織
産学官連携のオープンイノベーション により

愛知県、名古屋市、豊田市
春日井市、あま市
幸田町、豊山町

飛島村、静岡県 等 研究者
プール

本格的産学官連携の経験を生かした
オープンイノベーション

研究プロジェクト創出・運営組織

オープンイノベーション（OI）推進室
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未来社会創造機構 工学研究科 情報学研究科 環境学研究科 未来材料･
システム研究所

経済学
研究科

RL

PL

PL

PL

COI

OPERA

MIRAI

将来のプロジェクト

研究者
プール

未来社会創造機構 モビリティ社会研究所

関連教員
100名程度

副所⻑ 武⽥ ⼀哉

企画戦略室

国際連携アドバイザー所⻑ 鈴⽊ 達也

オ
ー
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ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

PL

モビリティ社会研究所の体制

Prof. Masayoshi Tomizuka
(UCバークレー／名古屋大学 客員教授)

先進ビークル研究部門 モビリティサービス研究部門 社会的価値研究部門

教員・研究員 36名 教員・研究員 20名 教員・研究員 18名

ディレクター
⾕川 史郎

プロジェクト
戦略ボード

獲得研究費
10億円以上
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 世界発オープンソースの完全自動運転ソフトウェア
 自動運転⾞両
 各種運転⾏動データベース
 大規模シミュレータ等
 学内テストコース（検討中）

モビリティ関連の
組織体組織型産学連携
研究プロジェクトの運営実績

 国際先端⾃動⾞⼯学サマースクール（NUSIP）
 国際プログラム（G30）自動⾞工学プログラム
 情報系L大学院
 先進モビリティ学（大学院生向け）

強み
5

強み
１

強み
4

データ・ソフト・ハード
に関するモビリティ研究プラットフォーム

強み
3

強み
2

卓越した研究実績（トップレベル国際会議
での優位性）

 学外から招いたディレクターのもと、有識者・実務者が、ニー
ズ(産)と事業・施策(官)とシーズ(学)を持ち寄り、新規プロジェ
クトの創出を図る

 OI推進室との連携による組織的な産産学学官官連携の実現

多彩な研究プラットフォーム

 IEEE ITSC (2013-2017) 機関別論⽂採択数 名大は世界で24位
（デルフト工科大 1位、 MIT 23位、東大 26位）
 IEEE IV Symposium (2013-2017) 名大は世界で12位

（ミュンヘン工科大 1位、CMU 15位）いずれもScopus調べ
 多数の国プロ獲得実績 CREST, Mirai, SIP等

外部ディレクターとプロジェクト戦略ボー
ドの設置

 「移動イノベーション」COI
（中間評価S+）

 「人間機械協奏」OPERA

多彩な国際人材育成プログラムの
運営実績

卓越した研究実績を⽀える若⼿研究者群
のプールの存在

名古屋大学

組織体組織型の産学連携、
異分野融合に対するマインド醸成

（機関名：名古屋大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：モビリティイノベーション学域大学院プログラム）

モビリティ拠点としての特徴・強み

オープンイノベーションの実現へ

他に類を⾒ない人材育成スキームの存在
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モビリティ社会研究所のビジョン

ヒューマン・セントリック・モビリティ
（HCM）

SMART
人と賢く調和

ドライバや周辺交通参加者と
の調和を達成する知能の創出

DEPENDABLE
人を安心・納得

させる

誰もが安心・納得して使える
システム設計のための⽅法論

ACCESSIBLE
人に役⽴つ

誰もが、いつでもどこへでも
ストレスなく移動できる仕組

利⽤者の心情を理解し多様な
選択肢から最適な選択を提供

ACCOMPANYING
人に寄り添う
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ビジョンから導かれるテーマ例

ヒューマン・セントリックな視点から
クルマの⾰新

モビリティサービスの⾰新

モビリティ社会の⾰新

1. 説明できる運転知能技術
2. リアルタイムに周辺交通参加者と合意形成する技術
3. 個人個人に適合する運転支援・自動運転技術

4. モビリティの需給取引とそのプラットフォーム
5. 過去を再現し、未来を予測する大規模交通シミュレータ
6. モビリティシステムの安全性を説明する手法

7. CASE化を⾒据えた地域交通システム
8. CASE時代に必要とされる道路利⽤料⾦システム
9. 新しいモビリティシステムのリスクマネジメントと社会受容性
10.レベル4自動運転移動サービスを実装するための法制度
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モビリティ社会研究所の活動

200万km
LIDAR⾛⾏

DB

高齢者
ドライブ
DB

運転⾏動

DB 大規模交通
シミュレータ

リアル
テストコース

（名大キャンパス）

Harmoware
協奏サービス

プラットフォーム

ヒューマン・セントリック・モビリティ

共同研究
プロジェクト

人材育成
プログラム

社会に提供する最先端プラットフォーム

⼀般社団法人 HCMコンソーシアム（仮）

ミッション2 ミッション１

組織的な産学連携 企業間のネットワークづくりミッション3

名古屋大学COI
OPERA等

博士人材育成
産業人材育成

ヒューマン・セントリック・モビリティ
（HCM）

SMART
人と賢く調和

DEPENDABLE
人を安心・納得

させる

ACCESSIBLE
人に役⽴つ

ACCOMPANYING
人に寄り添う
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ミシガン大学オハイオ州⽴大学チャルマース⼯科大学

ラジャマンガラ工科大学
タンヤブリ校

ベルフォール・
モンベリヤール工科大学

ケンプテン応⽤科学大学

全南大学校

ミシシッピ州⽴大学

バージニア⼯科大学

シンガポール国⽴大学チュラロンコン大学

ハノイ⼯科大学

トロント大学

UCLA

世界屈指のモビリティ研究拠点との国際連携

東京大学
神奈川⼯科大学
日本大学
群馬大学
豊橋技術科学大学
豊田⼯業大学
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GREMOの取り組み
〜異分野融合と組織的産学官連携に向けて〜

研究

ネット
ワーキング

人材
育成
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GREMOの取り組み（DAHLIA DB）
• 中年〜⾼齢ドライバの運転⾏動と人間特性のデータセット
• 運転に関連すると言われている幅広い項目を継続的に収集。

収集したデータの分析結果を踏まえ、項目は随時⾒直し
• 経過が異なる経時変化や、他の年代との⽐較により、高齢ドライバ

ならではの特徴が分析可能

人間特性
認知

e.g., MMSE, TMT, UFOV, 
working memory

視覚
e.g., Kinetic/night vision, 

Contrast, Field of view

⾝体能⼒
e.g., Walk speed,  

head/neck flexibility

脳機能
e.g., fMRI

運転特性
e.g., 単純/複数課題反応、運転スタイルチェックシート(DSQ)､負担感受性チェックシート(WSQ)､

運転時認知障害早期発⾒チェックリスト30､OD式安全性テスト(簡易版)､運転の変化､日頃の運転､中研式)

N=300/年

N=300/年

運転データ
ドライブレコーダ
普及版
自家⽤⾞による日々の運転データ

ドライブレコーダ
詳細版
⼀部ドライバ⽣理データ

ドライビング
シミュレータ

e.g. 特定シーン、 支援手法評価
N=100/年 N=50/年

DAHLIA
Data Repository for Human Life-Driving Anatomy

5年×約400名×約2000項目
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GREMOの取り組み（DAHLIA DB ベンチマーク）

データベース 国（機関）

人間特性
運転
適性

運転データ

経年

対象

規模
認知
機能

視覚
機能

運動
機能

DS
運転

DR
通常時

DRCNC DR
事故

事故
職業

ドライバ
年齢

DAHLIA 名古屋大学
COI

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ 50-90以上 300人

高齢運転者に関する調査
研究（III)（高齢者講習デー
タ）

自動車安全運転セ
ンター

○ ○ ○ 68-90以上 191人

運転行動データベース
（NEDOプロジェクト）（H13-
15）

一般社団法人人
間生活研究セン
ター

○ ○ ○ 20-71 97人

ヒヤリハットデータベース 東京農工大学 ○ ○ ○ 15万件

健康診断データベース
弘前大学COI岩木
プロジェクト

△ ○ ○ △ 全年齢
約1000人/

年
警察庁高齢者講習データ
（非公開・事故以外の記録
は紙媒体）

警察庁 ○ ○ ○ ○ 70以上
250万人/

年

交通事故データベース
交通事故総合分
析センター
（ITARDA）

○ △ 全年齢 70万件/年

運転適性診断データ
自動車事故対策
機構（NASVA）

○ ○ ○ ○ 全年齢 50万人/年

The Salisbury eye 
evolution and driving 
study (SEEDS)

米国ジョンズ・ホプ
キンス大Wilmer 
Eye Institute

○ ○ △ ○ 67-87 1155人

Maryland Pilot Older 
Drivers study 米国NHTSA ○ ○ ○ 55-96 2508人

Fators Associaed wutg
Driving Performance of 
Older Drivers

米国Univerysity
of Nebraska

○ ○ ○ ○ 65-88 105人

Candrive II カナダCandrive II 
Research Team

○ ○ ○ ○ 70-94 928人
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GREMOの取り組み（Ten Nights 研究会）

パートナーシップ構築に向けたサロン形式の研究会
主要研究者の議論に参加して、次世代モビリティ社会への理解を深め、アイディ
アを持ち帰っていただきます。何人参加いただいても結構ですが、参加人数は20
名程度以内に限定します。

参加費（予定）︓1回⼀社5万円（コンソ会員企業は3万円）
年間⼀括の場合、それぞれ45万円と30万円

第１夜（4⽉6日） 説明できる運転知能技術 （武田、⻘⽊）
第２夜（5⽉14日） リアルタイムに周辺交通参加者と合意形成する技術（鈴⽊、⾼田）
第３夜 個人個人に適合する運転支援・自動運転技術 （武田、鈴⽊、⻘⽊）
第４夜 モビリティの需給取引とそのプラットフォーム （河口、山本）
第５夜 過去を再現し、未来を予測する大規模交通シミュレータ （河口、山本）
第６夜 モビリティシステムの安全性を説明する手法 （⾼田、鈴⽊）
第７夜 CASE化を⾒据えた地域交通システム （森川、三輪）
第８夜 CASE時代に必要とされる道路利⽤料⾦システム（森川、⾼田）
第９夜 新しいモビリティシステムのリスクマネジメントと社会受容性 （⾼田、上出）
第10夜 レベル4自動運転移動サービスを実装するための法制度（中川、⼆宮）
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GREMOの取り組み（人材育成の背景）

モビリティサービスの⾰新ビジネス
モデル

ソーシャル
キャピタル

法制度LAW

まち・
地域づくり

ライフ
スタイル

医療

エンタメ物流

社会基盤

モビリティ社会の⾰新

シェアリング

⾃動運転
クルマの⾰新

小売り・広告

社会変⾰×移動⾰命
社会・経済・人の生き⽅が大きく変わる。

社会・経済・法律・情報・⼯学の分野を俯瞰的に⾒ることができ、
社会変⾰をリードできる人材の育成が急務
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GREMOの取り組み（人材育成︓博士人材）

博士人材育成のための大学院教育プログラム

ベンチャー
企業群

モビリティ社会
研究所

名古屋大学

モビリティイノベーション学域
大学院プログラム

プログラム担当者

⼯学
研究科

情報学
研究科

環境学
研究科

プロジェクト雇⽤
若⼿研究員

（エフォート管理）

博士課程教育推進機構

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
群

学位審査︓
所属の異なる複数の
教員・社会人審査員
を含めた複眼審査

起業⽀援

プロジェクト

異なる専門を持つ博士学生

教職員

経済学
研究科

法学
研究科

中部電⼒
三井住友銀⾏
名古屋鉄道

損保ジャパン
Yahoo ︕

連携大学群

岐阜大学

南山大学

卓越大学院プログラムとして再申請予定
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GREMOの取り組み（人材育成︓リカレント）

社会人向けのリカレント教育

 大学に常駐する形での共同研究員／出向研究員の受け入れを促進
 既存の制度で実施可能
 大学における研究促進、受け入れた社会人の学位取得、スキル向上にも

つながり、産学双方にとってメリットが大きい。
 促進のために，事例集を作る（OI推進室と連携）

 エクステンション講座の実施（COIと連携）
 COIで作成中の教科書（移動イノベーションシリーズ全5巻）を使っ

たエクステンション講座をトライアル実施する
各巻を1日（90分×4コマ）で解説，5巻で5日間
有料（⾼めの価格）で実施し，企業のニーズを探る
オンライン化のために講義を撮影する

 将来的にはオンライン教材にすることで，講座実施の負担を小さくし，
独⽴採算が取れる活動にしたい
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GREMOの取り組み（コンソーシアム形成）

JST,OPERA事業で形成したコンソーシアム（人間機械協奏（HMHS）
コンソーシアム（2020年1⽉時点で33社加入））を拡張する

DBのライセンス コンサルティング 研究会
（Ten Nights）

会員 1. 別途定める規定により、
割引価格で購入可能

2. 複数のライセンスを購入
する場合、さらに割引き
あり

1. コンサルティングの適任者
を紹介

1. 教授相当︓1時間3万円
2. その他︓1時間2万円

2. DBも同時に購入する場合、
初回打ち合わせ無料（2時
間まで）

会員料⾦

非会員 1. 別途定める規定による価
格で購入可能

2. 複数のライセンスを購入
する場合にも割引は⾏わ
ない

1. コンサルティングサービス
は⾏わない

非会員料⾦
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GREMOの取り組み（公開シンポジウム 1/28）
■社会実装を目指し、タッチポイントを拡大：参加281名／160社・30団体～（保険関連、商社、ゼネコン、 ホテル・リ

ゾート業態からの出席増）

■新規人材育成（社会人教育含む）への民間意見集約：「クリエイティブ人材」創出への期待と要件

■広くパートナーシップ構築に向け、テーマ別サロン形式の「10夜」を核とするコンソーシアム展開着手

■若手研究者テーマのカジュアルピッチからの化学反応、オープンイノベーション推進室による相談コーナー設置によ
る産業界との積極的対話の開始

←空港施設での自動運転車椅子運用（日本航空）

←帯広市 “まちやど”からみる“移動革命”（十勝シティデザイン）
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GREMOの取り組み（公開シンポジウム）

• モビリティへの包括的な／前向きな取り組みがいい、移動⾰命
に何を考え、実現しようとしているかがよくわかった

• 正直ここまでサービス化できているとは︕ 名大の未来創造へ
の積極性感じた、ビジネスと学の境がなくなっていると…

• 研究成果をスピーディに社会実装とする取り組みが素晴らしい
• 経営者（社⻑）の視点に⽴っている︕

• JAL）Last 1 mileへの自動運転活⽤は斬新

• 十勝）⾞業界外の話が刺激的、気づき多。「都市をデザイン」
との視点からモビリティを考える…いいと思った。十勝のリア
ルとの同じ場での議論が良、地域課題への価値創造ツールとし
てのモビリティを感じた

• モビリティブレンド）地方地域のモビリティサービス、AI便乗
など新しい価値創造が⾒えた

• Synerex）関心大、期待大、同内容を重点的にしたシンポジウ
ム開催希望

• パネルディスカッション）クリエイティブ人材を考えるきっか
けになった。イノベーションは「人「との考えに共感

• コンソーシアム）意欲的だ

• 十勝の取り組みは地域創⽣として重要だが、移動革命との関係性薄
• おもてなしの中身はHuman Centricからは程遠い、独りよがり
• 講演内容はもっと濃くても良かったが、JALならではの取り組みが

薄い、十勝は今後GREMOの関わりを示して欲しい
• 様々な話がおもしろかったが、移動⾰命としてはやや散漫に感じた
• 実証結果だけでなく、運営、開発も含めたコストと収益を聞きたい
• 技術か︖ ビジネスか︖振れ幅大きすぎる
• もう少し技術のキーが欲しい、課題があれば解決しますよとのスタ

イルは相談しにくい
• 研究者取り組みだけでなく、企業や⾏政とのつながりの紹介を希望
• Synerexの提案は有効に思える⼀方、現実には誰がシステムを⽴ち

上げられるか︖結論Amazonだけが残ってしまう︖など感じる
• パネルディスカッション）人によって話がぶれすぎていた、課題設

定自体が不適切
• コンソーシアム）十夜テーマは既にアメリカのコンソや公聴会など

で議論されてきたことでは︖名大だけでやってもダメでは︖

ポジティブ ネガティブ

来場者からの声
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ぜひ、GREMOとの連携を
積極的にお考え下さい

よろしくお願いします︕


